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富岡小学校の環境委員会がアルミ缶回収を行い、その
収益で購入したレクリエーション用品を本会にご寄付
いただきました。このレクリエーション用品は、本会
ホールに常時設置して介護予防事業に活用するほか、地域	
のふれあいサロン等への貸出備品として地域の方々にも	
活用していただきます。

ラダーゲッター

レクリエーション用品贈呈式

普段捨ててしまうものを地域で役立つものに
替えられないかと思い、始めました。
また、富岡小学校150周年の行事では
地域の方にたくさん協力してもらったので、

その恩返しになればいいなという思いで活動しました。
富岡小学校の目標の中に「共に生きる」という
言葉があり、地域の方と一緒に実施した
アルミ缶回収が、地域の役立つことに

つながってうれしいです。

アルミ缶回収を実施した
環境委員会の児童からのコメント

富岡小学校
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【 貸出備品の紹介 】 

社協職員による介護予防やボランティアについての講話も実施可能です。

本会では、住民主体で取り組む誰もが住みなれた地域で安心して生きがいを持って
生活できる福祉のまちづくりを推進するため、助成金の交付を行っています。

本会では、地域福祉活動活性化のために地域で行われる活動に対してレクリエーション用品などの
備品を貸出しております。ぜひ、ご活用ください。

福祉のまちづくり助成金福祉のまちづくり助成金
ふくしの

まちづくりを
応援します!!

❶自治会、老人クラブ等の既存の団体　❷活動のために組織した団体
❸関係団体が連携した協議体　　　　　❹その他、本会会長が認める団体対象となる団体

◦孤立防止、ひきこもり、子育て支援等の生活課題に対応する活動
◦定期的な見守り活動　　　　　　　　◦防災活動を通した地域のつながりづくり
◦困りごとに対応するたすけあい活動　◦誰もが気軽に集うことのできる居場所づくり
◦世代間交流を通したつながりづくり、福祉共育
◦企業や学生、地域が連携して行う福祉活動（集いの場、子ども食堂、学習支援等）

●地域で「課題になっていること」を解決するための取り組みであること。
●当該年度に2回以上活動し、翌年度以降も継続して活動する予定があること。対象となる活動

活動例

助成金額 先着順として本会の予算の範囲内で交付いたします。

※当該年度の社協会費納入率等により助成上限額が減額になる場合があります。

活 動 範 囲 上　　限
1自治会 　20,000円
2つ以上の自治会 　50,000円
小学校区（美山は旧小学校区） 100,000円

活動内容などのご相談も
受け付けておりますので、
お気軽にご連絡ください‼

社協の備品貸出しています！

他にも様々な貸出備品が
ございます。 お気軽にお
問い合わせください。

▶貸出対象者　�市内在住者及び市内に勤務する方が代表になっている営利を目的としない団体
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● 個別でのアレルギー対応は出来ませんので了承ください。
● 当日体調不良、発熱等ある時は参加をお控えください。
● 情報は必要に応じ行政や専門機関等と共有させていただきます。
● 感染症等の状況により急遽中止する場合があります。

留
意
事
項

10:00
学習の広場
勉強をする時間として開放してい
ます。
勉強するものを持ってきてください!

12:00
昼食
ボランティアさん手作りのお昼ご飯
をみんなで一緒に食べましょう!

13:00 自由時間

14:00
閉会
きれいに片付けをして終わりま
しょう☆

参加費
無料子ども食堂＆学習支援子ども食堂＆学習支援

居場所づくり事業～あったか広場やまがた～

令和7年　4月19日(土)

校北

256山県市社会
福祉協議会

アパート

岐阜バス 山県
ばすけっと

時 間 	 10 :00〜14 :00
会 場 	 山県市社会福祉協議会
	  （山県市東深瀬696-1）

あったか広場やまがた
子ども食堂&学習支援

申込フォーム

事前申込制

あったかcaféは、地域の方が気軽に立ち寄れる場として開
催しています。
悩みを聞いてもらいたい方や社会参加の場として一歩踏み
出したい方がほっと一息つきながら交流する場所です。

「ほっと」一息
つきませんか？

あったかcafé

開催日時

毎月 第3木曜日 13:00～16:00

事前申し込み不要、利用料無料です。
相談用の個室もあります！お気軽にお立ち寄りください。

4/17
9/18

5/15
10/16

6/19
11/20

7/17
12/18

8/21

会場 ふれあいプラザ
山県市高木933（デイサービスふれあい）

ふれあい
プラザ

消防署

西村歯科

鳥沢クリニック

山県市役所東

高木扇町

山県市役所
高木戸羽



山県市ボランティア・
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●団体… 58団体 （1,061名）
●個人… 42名 （令和7年2月28日現在）題字　小田　徳子（谷合）

　本会では、住民が主体となって実施するボランティア活動を応援するためボランティア助成金を交付して
います。今回はその中で“コミュニティボランティア活動”を実施している団体をご紹介します！

居場所づくり
ボランティア

代表：堀 惠子さん

　この空き家をつかって何かできないかなと思って
いた。近所に商業施設や飲食店がない地域のため「地
域の方々が気軽に集まれる場所があったらいいな」
と友だちと話していたところ「やってみよう」という
ことになった。

Q.活動をはじめたきっかけは？

　これまで交流のなかった方と知り合うことができ
た。若い方と人生の大先輩がいるため地域活動が伝
承されている。知らないことが知れる機会となる。
　家庭で作った料理を持ち寄って食事会を行う。そ
れぞれの家庭の味を感じることができ楽しい。

Q.活動のやりがい、よかったこと

あなたのまちの福祉ボランティア活動

特大号

覗いて
みよう！

ボランティア助成金の申請受付期間は 4月1日から5月31日 です。

ぼけっと倶楽部 （葛原）

　月に１度、空き家となった民家を活用して、地
域の方が集える居場所づくりをしています。
　ヨガや料理、おしゃべり、ものづくりなど心身
の健康を促進する、諸活動を参加者とともに計画
を立てて活動しています。

活動内容
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代表：村瀬 林平さん

　地域の高齢者にお弁当をお配りする配食ボランティアを
実施しています。ふれあいサロン開催時に実施しているた
めご自身で取りに来られる方も見えます。また、ふれあい
サロンに参加していない方（主に独居高齢者）には老人クラ
ブ役員やボランティア会員がお弁当を届けています。

活動内容

配食ボランティア

サークル観音寺・中洞さくらクラブ
� （東深瀬）

　独居の方とつながり声掛けができる
ようになればいいなと思っていた。老
人クラブでも友愛活動を行っており、
社協の助成金と組み合わせればさらに
良い活動ができると思い、始めた。

Q.活動をはじめたきっかけは？

　この活動がなければつながることのなかった方と知り合
うことができ、毎月顔を合わせることでお互いに気にかけ
あえる関係ができた。
　配食の訪問時に具合が悪くなっていた方
が見え、すぐに家族に連絡することができた。

Q.活動のやりがい、よかったこと

　以前はボランティア団体の会員として配食
ボランティアをしていたが対象の範囲を広げ
ていくために、自身が代表となり配食ボラン
ティア団体を立ち上げました。

Q.活動をはじめたきっかけは？

　この活動をきっかけに近所の方とつながっ
ていければと思っている。ふれあいサロンに
遊びに来るきっかけになってほしい。

Q.活動のやりがい、よかったこと

活動に関するご相談は随時受け付けておりますのでお気軽にお問い合わせください!

老人クラブ役員、
ふれあいサロン会員も
一緒にお弁当を
仕分けます。

お弁当配達します。
公民館でみんなで
一緒に食べることも！

サークル
観音寺

代表：村瀬 惠子さん
中洞
さくら
クラブ
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再生紙を使用しています。 この印刷物は地球に優しい植物油を使
用したインキで印刷されています。
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山県高校の生徒が高齢になっても誰もが安心して自立的な生活が送れる
持続可能な共生社会を築くためのコミュニティビジネスを考案しました。

今回は、本会が関わり実施したコミュニティビジネス考案までのプロセスを紹介します！

まずは学ぶ！

実際に話をする！

情報を集める！

　加齢に伴う心身の変化や高齢者と関わる際の留
意事項、本会が実施する介護予防事業について説
明を行いました。
　高齢者になってもできること、好きなことを生
かして活動することが、地域で元気に暮らしてい
くために重要であることをお伝えしました。

　情報収集・整理・分析・選定を行うた
めに、高校生が質問を考え、本会介護予
防事業まめかなクラブの利用者に向けア
ンケート調査を実施しました。

高校生×地域の高齢者　意見交換会

　高校生が考案したコミュニティビジネスについ
て、高齢者（本会介護予防事業まめかなクラブの利
用者）の率直な意見を聞く意見交換会を行い企画の
改善を図りました。異世代との交流や対話による協
働的な学びの場となりました。

Step

1
Step

2

Step

3

福祉出前講座
～高齢者との関わり方、介護予防事業について～ 高齢者の生活実態アンケート

こんな企画を
考えてみたけど
どうですか？

私たちには難しいなぁ
昔はこんな遊びを
していたよ！

楽しそうだから
参加してみたいなぁ

山県高校
×

山県市社会
福祉協議会
福祉共育事業報告


